
滋賀・憲法のつどい
憲法９条は平和への意志 ９条からも原発は問題
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５月４日から４日間、中国へ行ってきました。万里

の長城は紀元前５世紀に築かれた城壁が始まりで、秦

の始皇帝が誕生させました。

全長６,７００㎞、北海道から九州間の約２.５倍に及

ぶ長さです。そんな昔に、このような雄大な城壁を築

いた人たちに思いをはせ降りてきました。その他世界

遺産を中心に見に行きましたが、やはり広いです。

北京で驚いたことは、車が非常に多く、若者が普通

車を乗りまわしており、絶えず渋滞していることです。

ホテルを出発して反対車線に出るのに３０分かかり、

高速道路は日本の連休状態で全く動かず、信号が青で

も車が突っ込んでくるので、なかなか渡れません。

４日とも良い天気でしたが、青空がなく、日本の美

しい青

空が早

く見た

くなり

ました。

岩波

４月２８日、近江八幡市内で「第８回滋賀・憲法の

つどい」が開かれ、約４００名が詰めかけました。組

合員も参加しました。

「滋賀・九条の会」の今関信子共同代表（児童文学

者は、主催者あいさつで「私は、憲法９条は戦争の犠

牲の上に獲得した平和への意志と受けとめています」

とのべ、日本の誇りである９条を守っていくことを呼

びかけました。

安斎育郎立命館大学名誉教授（放射線防護学）が

「原発問題と憲法９条」と題して講演をされました。

安斎さんは、原発事故や放射能被害について述べ、

核軍備競争と深く結びつた原発開発を解明。日本に

初に輸入されたアメリカの原発について、「原子力潜

水艦に載せる予定だった原子炉を急きょ陸揚げしてつ

くったから安全性は二の次、三の次だった」「軍事利

用に歯止めのかけられない原発は、９条の立場からも

容認でき

ない」と

指摘しま

した。原

発を計画

的に廃絶

し、代替

エネルギー

を開発し

ていくた

めの明確な「国家百年の計」を立てることの必要性を

強調されました。

原発があること自体、戦争と同じように国民の生存

権を脅かしています。憲法の精神からも、原発再稼働

は一片の道理も、科学的知見のかけらもないことが、

よくわかりました。
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